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調布市民放送局ニュース 
☆第 179号☆ 2024 年 5 月号 2100 部発行 

 

 

縄文のロマンを伝える下布田遺跡の学術発掘が５月１３日（月）から開始 
 調布駅南口から多摩川方面に歩いて約１５分、布田６丁目に下布田遺跡がある。小さな林に囲まれ周りは
住宅地だが、昭和６２年（１９８７年）に国史跡に指定されている。関東地方では数少ない縄文時代晩期（約２８
００年前）の遺跡で、縄文から弥生時代に移り変わる社会構造を明らかにするうえで重要な遺跡である。今ま
での発掘で有力者の墓と考えられる「方形配石遺構」や「含口土器棺墓」などが見つかり、珍しい「石棒集積
遺構」（石棒は男性性器をかたどり、子孫繁栄の意味がある）も発掘されている。また、国指定重要文化財の
「土製耳飾」や縄文時代晩期の土器なども多数出土している。令和２年に整備基本計画が策定され、今年３月
に「下布田遺跡史跡整備事業内容」が発表された。この整備事業の市民説明会が４月１９日（金）に、文化会
館たづくり８階の映像シアターで午後７時～８時で行われ、市民約１５人が参加した。 
 郷土博物館分館解体工事や史跡西側工事、樹木の伐採などが報告されたが、一番の関心事は５月１３日

（月）から６月末まで予定されている史跡内発掘調査。今まで発掘されていない中央部（前は畑だった）を初め
て発掘するとのこと。「８０㎝ほど掘ります。後は史跡公園になりますので、遺跡としては最後の発掘です。何
が出土するか、墓か縄文の新しい土製品か。縄文の住宅跡が見つかれば話題になりますね」（郷土博物館学
芸員・立川明子さん）。専門家の間では「下布田遺跡には約５０～６０人の縄文人が生活していた。必ず縄文
の住居跡はある筈だ」と言われているから、ぜひ見つかってほしい。 
 整備テーマは「みんなで育む・感じる・発見する縄文のふるさと」。縄文人の暮らしに思いをはせる空間を提
供するとのこと。縄文文化は全国的に注目を集めている。調布発の縄文のロマンを期待したい。（大泉清） 
 

「深大寺恋物語」の募集は今年が最後。締め切りは７月３１日１３時（水） 
深大寺やその界隈を盛り込んだ４０００字以内の短編恋愛小説「深大寺恋物語」には第１回から昨年（１９回）
まで６３６２作品の応募があった。遠くヨーロッパやアメリカからも届いた。１５集には後の直木賞作家・今村翔吾
さんの書き下ろしも載った。「締め切りの１週間前から応募は殺到します。まだ、３カ月あるので皆さんもぜひ短
編の恋愛小説を応募してください。映画のまち調布なので、映画化に努力します」と実行委員会では呼び掛け

ている。 

国領在住の噺家・立川晴の輔が「笑点」大喜利の新メンバーに 
落語立川流・立川志の輔一門で平成２５年（２０１３年）に真打になった立川晴の輔（５１歳）が４月２１日（日）
午後５時３０分からの日本テレビの人気番組「笑点」大喜利の新メンバーとして登場した。「多くの人からメール
やラインでレギュラー出演おめでとうと言われました」と話す。三遊亭小遊三にはからかわれていたが、春風亭
昇太との掛け合いも新鮮な受け答え。調布在住の落語家ということで、本局のラジオ番組「調布わくわくステー
ション」（２０１７年１２月放送）に登場してもらっている。今後の活躍を注目しましょう。 
 
 

【速報】 調布国際音楽祭の監修 鈴木雅明氏叙勲される 
４月２９日の「昭和の日」に、春の叙勲者が発表され、西調布在住の鈴木雅明氏が旭日小綬章を受賞されました。 

 

【FC東京応援記】    

 

クラシコでの惨敗から見事に国立で連勝。しかし五

輪予選で、松木、荒木、野澤が抜けてからは１勝１敗

１分け。上昇気流とまではいかないが、１月号で書い

た「ポスト森重」の片鱗が土肥幹太に見えだした。開

幕戦デビューを飾ってから出番が無かったが、浦和

戦で先発。練習を通じ競争に勝って得た結果だろう。

ただ、駆引き、体の当て方、足元の技術、精度、予

測、察知、得点力。どれもまだまだ。しかしスピードが

ある。裏を取られても戻陣が早い。何より強気だ。森

重が今野を追いかけた様に、幹太も森重から学び、

本当の意味で超えて欲しい。（日比生） 
         

 
 

 
 
調布社協 インフォメーション 

 

 

自分たちが暮らす地域をより良くしたい！との想いが詰ま
った「第６次調布市地域福祉活動計画」の完成披露会を開
催します。 
計画策定会議参加者による策定秘話や推進への想いをお
話いただきます。 

日時：６月１日（土）１０時００分～正午  
会場：総合福祉センター２階 
申込み：下の二次元コードから申込フォームへアクセス 
問合せ：地域支援係０４２―４８１－７６９３                    

ちょビット No.３3 

  

 

計画冊子 

ダウンロード 
 

申込み 
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２０２４年 5月 番組表 

 

＜調布市民放送局の番組を見ることができます＞  

 

◆  姉妹都市木島平村のケーブルテレビ「ふう太ネット」で放送中！      
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調 布 Ｃ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ    Ｊ：COM 111ｃｈにて 1日 2回放送 
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① おもちゃの病院「いっしょになおそう」 電気通信大学では「おもちゃの病院」 
が開かれています。この病院に様々なおもちゃが持ち込まれ、こどもや親がドクター 
(電通大 OB)といっしょになって楽しそうにおもちゃを治している様子を御覧下さい。 

② リトルギャラリー 『欧風刺しゅう 草原の花々と共に』～田村智子～  
調布市の柴崎で ｢アトリエ 野バラ｣ を主宰している田村智子さんの刺しゅう糸、 
毛糸、リボンなどを用いたやさしさあふれる刺繍作品の展示を紹介します。日常生活を彩る愛情を感じら
れる かわいらしい作品の数々をお楽しみください。 
 

 
 
 
 

16

日 

 

31

日 

① 春のクリーン作戦～多摩川河川敷～ 初夏を思わせる陽気となった 
４月１４日、調布市は多摩川河川敷に１０か所の集合場所を設置して、「春のクリーン 
作戦」を開催、日ごろ河川敷を利用しているスポーツ団体をはじめ、自治会会員や 
近隣住民など約１０００人が参加しました。 
② 「東京空襲資料展」 東京都は１９９０年代、空襲などの戦争体験をビデオ収録 

しましたが、大部分は非公開でした。調布市文化会館でその証言ビデオが初めて 
公開され、訪れた人は熱心に見学していました。 
③ 「第 11 回 春の関野凖一郎・関野洋作 木版画展」 調布市国領町のアトリエ・関野で関野親子
二代の木版画展が開かれました。故関野凖一郎さんのふるさと青森の風景・人物や、関野洋作さんの春
らしい作品が展示されました。 
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「調布わくわくステーション」 (毎週月曜日、21時 45分～22時 00分)  

調布 FM：83.8MHｚ  HPからは、インタビューの様子を映像でご覧いただけます。どうぞお楽しみに！ 
月 放送日 内  容                   ご  紹  介ご  

５
月 

６日（放送） 

１３日（再放送） 

ゲスト： 

逢坂裕之さん 

調布・柴崎で調布スモーク工房を開いていらっしゃる逢坂裕之さんは、
ゆるキャラ「調布の女神チョーフィー」の生みの親でもあります。現在
の活動などお話を伺います。       インタビュアー：柴田 紀恵子  

２０日（放送）  

２７日(再放送） 

 

ゲスト： 

松澤聡比古さん 

調布のこどもたちがロボットの世界大会に出場したことがあることをご
存知ですか？次世代の育成に貢献する団体一般社団法人 青少年
STEM教育振興課の理事 松澤聡比古さんにお話を伺います。 

インタビュアー：柴田 紀恵子 
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新型コロナウイルスの影響で、家で過ごされている方、この機会に地域の情報を見てみませんか！ 

インターネットで、いつでもすべての番組を見ること・聴くことができます。 調布市民放送局で検索 

 

http://chofu-catch.or.jp/ （公式 HP）  

（すべての番組２０１５年～現在まで） 

http://chofu-catch.sakura.ne.jp/ （アーカイブサイト） 

（すべての番組２００４年４月～２０１５年３月） 

https://www.facebook.com/chofubroadcast （フェイスブック支局） （２０１５年～）  
 

  

 

＜ご意見・ご感想をお待ちしています＞  問合わせ先  http://chofu-catch.or.jp/contact  ☎ ０９０-５５７６-１４２９ 

郵便 〒182-0022調布市国領町 2-5-15、調布市民プラザあくろす 2階 市民活動支援センター気付 
[編集・発行]NPO法人調布市民放送局 （事務所）〒182-0035調布市上石原 1-48-14 

 

 

   
【公式 HP】 【アーカイブサイト】 【フェイスブック支局】 

～ 

～ 

 

黄色の封筒が届いていませんか？  
 ＡＴＭへ誘導する詐欺の電話だ
市内で還付金詐欺が急増。市役所職員を 

かたり「黄色の封筒を先月送りました。還

付金が受けとれます。ＡＴＭに行って手続きをしてく

ださい」との電話は詐欺、調布警察署（電話０４２－

４８８－０１１０）では「令和６年３月末時点で市内で

１１件、被害金額は約２１５１万円に上ります」と注

意喚起。 

 

総合水防訓練を５月１８日（土）  

に実施。市民ボランティアも参加  
多摩川河川敷で５月１８日（土）午前９時３０  

分から市の総合水防訓練が行われる。調布  

消防署や市内の消防団、消防少年団、市民ボランテ

ィアが参加しての水防訓練。調布消防署（電話０４２

－４８６－０１１９）では「水害に備えて土嚢つくりや積

み方、携帯トイレ使用体験などがありますので、ぜひ

参加を」と呼び掛け。 

       

 

 

 

 

 

 

 

http://chofu-catch.or.jp/contact

